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 （続紙 ２ ）                          
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、管理会計変化に関する既存研究を批判的に検討したうえで、方法論的
な考察を行い、資料調査と聞き取り調査を主とした定性的な調査から得たデータに
基づいて、管理会計変化プロセスの分析を行った意欲的な研究として高く評価でき
る。具体的には以下の3点が、特に評価される学術的貢献である。 
第一に、既存の管理会計変化研究において十分に明らかにされてこなかった管理
会計のルールとルーティンの相互作用について、ルールを組織レベルの形式知、ル
ーティンを組織レベルの暗黙知と規定したうえで、ルーティンの選択に作用するク
リエイティブ・ルーティンという概念を用いることで、ルールとルーティンの相互
作用という単純化された図式にとどまらない、管理会計知識の進化の姿を明らかに
している。クリエイティブ・ルーティンとしての管理会計的ルーティンの存在に着
目することで、継続的な知識創造を引き起こす組織的能力の一側面を明らかにした
ことは高く評価できる。 
第二に、会計的言語によって表現された組織的意図が、正当化基準あるいはナレ
ッジ・ビジョンとして機能し、異質なものを単一の尺度で評価する会計の共約化機
能により組織成員の努力を方向付けることを通じて、管理会計知識の変化を促進す
ることを明らかにした点である。既存の管理会計研究においては、このような組織
的意図についてはほとんど検討が行われておらず、会計的言語により表現された組
織的意図が管理会計変化に影響を及ぼすことは、管理会計知識の内生的な変化のプ
ロセスを理解する上で重要な意味をもつものと評価できる。 
第三に、管理会計の変化プロセスについて、丹念な事例調査から得たデータに基
づいて、事実に即しながら独自の分析枠組みを用いて検討していることが評価でき
る。管理会計変化の研究対象として、技法の適用可能な状況、技法の構造と機能の
分離といった既存研究に見られる視点に加えて、技法の利用方法や具体的施策まで
含めたより個別具体的な管理会計知識に着目することで、管理会計変化プロセスの
ダイナミズムに対する理解を深めることができることを事例に基づいて明らかにし
たことが、第三に評価できる点である。 
一方、本論文にはいくつかの問題点や今後さらに検討すべき課題も残されてい
る。これらは、以下の3点に要約される。第一に、分析枠組みの構築において、知識
創造論の批判的検討が、必ずしも十分に行われているとは言いがたい点である。既
存の管理会計変化研究に対して行った批判的検討と同様の作業を知識創造論に対し
ても行っていたならば、さらに洗練された分析枠組みの構築につながった可能性が
ある。第二に、クリエイティブ・ルーティンに関する概念的な検討を、組織学習プ
ロセスとの関連において行うことで、分析事例を通じた管理会計変化プロセスの理
解をいっそう深めることができたと考えられる。第三に、やや分析枠組みのあり方
に事例の解釈が限定されたきらいがあり、より事例に寄り添った管理会計変化の記
述を行うことで、事例の持つポテンシャルをさらに引き出すことができた可能性が
ある。 
 しかしながらこれらの問題点と課題は、将来に向けた研究の発展方向性を示唆し
たものであって、本論文の学術的価値を損なうものではない。よって、本論文は博
士（経済学）の学位論文として認める。 
なお、平成25年5月13日、論文内容とそれに関連した試問を行った結果、合格と
認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
